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法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
角
野
玄
樹
【
抄
録
】
本
稿
で
は
、
法
然
教
学
に
見
ら
れ
る
、
但
念
仏
と
専
修
念
仏
を
取
り
あ
げ
、
両
者
の
相
違
点
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
い
ず
れ
も
、〞
ひ
た
す
ら
念
仏
を
す
る
〝
と
い
う
こ
と
で
共
通
す
る
が
、「
但
念
仏
」
と
「
専
…
…
」
と
文
字
面
が
異
な
る
以
上
、
何
ら
か
の
意
味
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
両
者
の
相
違
点
は
、
助
業
の
扱
い
で
あ
る
。
但
念
仏
で
は
、
往
生
の
道
と
し
て
念
仏
の
み
し
か
修
行
せ
ず
、
助
業
を
許
容
し
な
い
の
で
、
硬
直
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
専
修
念
仏
で
は
、
往
生
行
と
し
て
は
念
仏
の
み
で
あ
る
が
、
往
生
行
以
外
の
助
業
を
許
容
す
る
柔
軟
さ
が
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
実
践
上
の
両
者
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド：
法
然
、
但
念
仏
、
専
修
念
仏
、
助
念
仏
、
助
業
は
じ
め
に
本
稿
で
は
、
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
実
践
上
の
意
味
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
る
。
両
者
は
、〞
ひ
た
す
ら
念
仏
を
す
る
〝
と
い
う
こ
と
で
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
「
但
念
仏
」
と
「
専
…
…
」
と
は
文
字
面
が
異
な
っ
て
い
る１
）
。
文
字
面
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
次
元
で
、
意
味
が
異
な
る
こ
と
も
予
想
で
き
よ
う
。
そ
し
て
実
際
、
筆
者
が
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
に
は
、
実
践
的
に
、
相
違
点
が
存
す
る
と
考
え
る
。
そ
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
法
然
教
学
に
お
い
て
、
教
義
を
説
く
主
要
な
文
献
と
し
て
、
三
部
経
講
説
・
『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
穏
当
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
つ
の
文
献
の
中
で
、
但
念
仏
を
説
く
の
は
、
三
部
経
講
説
で
あ
り
、
特
に
そ
の
中
で
も
、『
無
量
寿
経
釈
』（
以
下
『
大
経
釈
』）
に
注
目
す
る
。『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
も
但
念
仏
の
表
現
は
存
す
る
の
だ
が
、
但
念
仏
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
の
は
、
こ
の
『
大
経
釈
』
の
ほ
う
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
但
念
仏
の
議
論
に
関
し
一
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
て
は
、『
大
経
釈
』
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
但
念
仏
の
意
味
を
、『
大
経
釈
』
の
記
述
か
ら
読
解
す
る
。
一
方
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
に
つ
い
て
、
三
部
経
講
説
に
お
い
て
は
、
引
用
・
取
意
程
度
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
地
の
文
で
は
述
べ
な
い２
）
。
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
が
、
単
な
る
取
意
で
は
な
く
、
地
の
文
に
お
い
て
立
証
を
経
て
出
る
の
は
、
右
記
の
三
つ
の
文
献
の
中
で
は
、『
逆
修
説
法
』『
選
択
集
』
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
専
修
念
仏
の
意
味
を
、
法
然
の
主
著
『
選
択
集
』
の
記
述
か
ら
読
解
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
右
記
の
検
討
を
経
て
、
助
業
を
検
討
に
加
え
、
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
意
味
を
更
に
解
明
し
、
そ
の
相
違
点
を
指
摘
す
る３
）
。
第
一
節
『
選
択
集
』
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
意
味
ま
ず
、『
選
択
集
』
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
意
味
か
ら
解
明
す
る
。
専
修
念
仏
が
い
か
に
帰
結
さ
れ
て
い
る
の
か
が
、
専
修
念
仏
の
意
味
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
、『
選
択
集
』
第
三
章
の
選
択
本
願
念
仏
説
に
お
け
る
、
専
修
念
仏
の
導
出
の
内
容
を
見
る
。
（
資
料
１
）
乃
至
第
十
八ノ
念
仏
往
生ノ
願
者
、
於
彼ノ
諸
仏ノ
土ノ
中ニ
、
或
有
以
布
施ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
持
戒ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
忍ニン
辱ニクヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
精
進ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
禅
定ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
般
若ヲ
信
第
一
義
等
是
也
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
菩
提
心ヲ
為スル
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
六
念ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
持
経ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
持
呪シユヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
以
起キ
立
塔タウ
像サウ
飯ホム
食シキ
沙
門
及
以
ヲ
ヨ
ヒ
孝
養
父
母
奉フ
事シ
師
長
等ノ
種
ノ々
之
行ヲ
各
為
往
生ノ
行ト
之
国
土
等
、
或
有
専モハラ
称シテ
其
国ノ
仏ノ
名ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
如
此
以
一
行ヲ
配ハイスルコト
一
仏ノ
土ニ
者ハ
、
是
且
シハラク
一
往ワウノ
之
義
也
。
再サイ
フ
■
■
■
）
往ワウ
論セハ
之ヲ
、
其ノ
義
不
定ナ
。リ
或ハ
有
一
仏ノ
土ノ
中ニ
以
多
行ヲ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
或
有
多
仏ノ
土ノ
中ニ
以
一
行ヲ
通シテ
為
往
生ノ
行ト
之
土
、
如
是
往
生ノ
行
種
々
不
同□
□、
不
可
具
述
也
。
即
今
選
捨シテ
前サキノ
布
施
持チ
戒カイ
乃
至
孝
養
父
母
等ノ
諸
行ヲ
、
選
取ス
専
称
仏
号ヲ
、
故
云
選
択
也４
）
。
資
料
1
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
十
八
願
の
念
仏
往
生
の
願
に
つ
い
て
、
か
の
諸
仏
の
国
土
の
中
に
は
、
布
施
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
持
戒
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
忍
辱
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
精
進
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
禅
定
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
般
若
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
菩
提
心
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
六
念
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
持
経
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
持
呪
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
起
立
塔
像
・
飯
食
沙
門
・
孝
養
父
母
・
奉
事
師
長
な
ど
の
様
々
な
行
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
ひ
た
す
ら
そ
の
国
土
の
仏
の
名
前
を
称
え
る
の
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
一
つ
の
行
を
一
つ
の
仏
国
土
の
往
生
行
に
配
当
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
ほ
ん
の
一
例
の
内
容
で
あ
る
。
他
の
例
を
議
論
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
様
々
で
あ
る
。
一
つ
の
仏
国
土
の
中
に
、
多
く
の
行
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
仏
国
土
の
中
に
は
、
一
つ
の
行
を
往
生
行
と
す
る
国
土
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
往
生
行
は
様
々
で
あ
り
、
全
て
を
い
い
尽
く
せ
な
い
。
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
こ
こ
で
は
、
前
述
の
布
施
・
持
戒
や
孝
養
父
母
な
ど
の
諸
行
を
選
捨
し
て
、
専
称
仏
号
を
選
取
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
選
択
と
い
う
の
で
あ
る
、
と
資
料
1
で
は
述
べ
て
い
る
。
資
料
１
に
つ
い
て
、
本
稿
で
重
要
な
点
は
、
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
が
、
様
々
な
往
生
行
の
中
か
ら
選
取
し
て
本
願
と
す
る
に
、
そ
れ
は
、
専
修
念
仏
で
あ
り
、
様
々
な
往
生
行
の
中
か
ら
選
捨
し
て
本
願
と
し
な
い
の
は
、
諸
行
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
前
者
で
は
、
往
生
行
の
中
か
ら
選
取
し
て
本
願
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
専
修
念
仏
を
結
論
と
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で
、
専
修
念
仏
が
資
料
１
で
導
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
専
修
念
仏
の
意
味
に
、
往
生
行
を
前
提
と
す
る
内
容
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
専
修
念
仏
を
理
解
す
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
根
宣
雄
氏
・
齊
藤
隆
信
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
法
然
の
主
張
は
、
往
生
行
と
し
て
の
念
仏
で
あ
り
、
そ
し
て
、
持
戒
な
ど
の
行
を
、
往
生
行
以
外
の
行
と
見
な
せ
ば
、
持
戒
な
ど
の
修
行
を
す
る
余
地
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る５
）
。
つ
ま
り
、『
選
択
集
』
の
資
料
１
の
主
張
で
は
、
往
生
行
を
前
提
・
枠
組
み
と
す
る
。
そ
の
往
生
行
の
前
提
・
枠
組
み
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
論
理
的
に
特
に
言
及
が
な
い
の
で６
）
、
諸
行
を
す
る
余
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
諸
行
を
往
生
行
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
、
専
修
念
仏
を
し
つ
つ
、
諸
行
も
別
時
間
に
行
う
余
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、『
選
択
集
』
の
専
修
念
仏
と
は
、
往
生
行
を
前
提
と
す
る
専
修
念
仏
で
あ
る
の
で
、
授
戒
や
持
戒
な
ど
の
修
行
を
行
う
余
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
『
大
経
釈
』
に
お
け
る
但
念
仏
の
意
味
次
に
、『
大
経
釈
』
に
お
け
る
但
念
仏
を
説
く
文
を
以
下
に
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
解
釈
の
一
部
で
あ
る
。
（
資
料
２
）
問
。
見ルニ
今ノ
三
輩
之
文ヲ
、
念
仏
之
外ニ
説ク
諸ノ
行
業ヲ
、
何ソ
唯ダ
謂フヤ
念
仏ト
哉
。
所
以ニ
上
品ノ
中ニ
、
念
仏ノ
外ニ
挙タリ
出
家
受
戒
発
心
修
諸
功
徳ヲ
。
中
品ノ
中ニ
、
念
仏ノ
外ニ
説ク
菩
提
心
及ビ
斉
戒
等ノ
善ヲ
。
下ノ
品
中ニ
、
念
仏ノ
外ニ
説ク
発
菩
提
心ヲ
、
何ガ
故ソ
唯タ
云フヤ
念
仏
往
生ト
乎
。
答
。
此ノ
問
最モ
可
然ル
。
仏
意
難シ
側リ
、
凡
下
ク
難シ
解シ
。
然ニ
今
依テ
善
導
等ノ
意ニ
、
今
案ルニ
此ノ
文ヲ
、
略シテ
有
二ノ
意
。
一ニハ
但
念
仏
往
生
、
二ニハ
助
念
仏
往
生
。
一ニハ
但
念
仏ト
者
、
凡ソ
論ル
三
品
之
義ヲ
事ト
者
、
本ト
付テ
一
法ニ
論ズ
之ヲ
、
如
九
品ノ
煩
等ノ
。
今マ
往
生
之
行モ
、
亦タ
可
然ル
、
何ゾ
必モ
付テ
行ノ
多
少ニ
、
論ン
三
品ヲ
。
故ニ
今
付テ
本
願
念
仏ノ
行ニ
、
説ク
三
品
往
生
之
旨ヲ
也
。
以
何ヲ
知
之ヲ
、
三
品ノ
文ニ
共ニ
於テ
念
仏ニ
置ケリ
一
向
之
言ヲ
。
謂ク
上
品ニ
説キ
一
向
専
無
量
寿
仏ト
、
乃
至
下
品ニ
説ク
一
向
専
念
無
量
寿
仏ト
。
凡ソ
唯ルニ
余
所ニ
、
云フ
一
向ト
者ハ
不
兼
余
行ヲ
意
也
。
故ニ
今
付テ
念
仏ニ
立テヽ
三
品ヲ
、
分
別スル
品
ヲ
也
。
云
云
７
）
資
料
２
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
質
問
す
る
に
、
三
輩
文
を
見
る
と
こ
ろ
、
念
仏
以
外
に
様
々
な
行
業
を
説
い
て
い
る
。
ど
う
し
て
、『
大
経
釈
』
で
は
、
た
だ
念
仏
の
み
を
主
張
す
る
の
か
。
そ
の
疑
問
の
理
由
と
し
て
、
上
輩
に
は
、
念
仏
以
外
に
、
出
家
・
受
戒
・
発
心
・
修
諸
功
徳
が
あ
る
。
中
輩
に
は
、
念
仏
以
外
に
、
菩
提
心
・
斎
戒
な
ど
の
善
が
あ
る
。
下
輩
に
は
、
念
仏
以
外
に
、
発
菩
提
心
を
説
い
て
い
る
。
ど
う
し
て
、
念
仏
往
生
の
み
を
主
張
す
る
の
か
。
答
え
る
に
、
そ
の
疑
問
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
仏
の
意
図
は
推
し
量
り
が
た
く
、
三
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
凡
庸
な
者
で
は
理
解
し
が
た
い
。
し
か
し
、
善
導
な
ど
の
意
図
に
依
っ
て
、
こ
の
三
輩
を
考
察
す
る
に
、
簡
単
に
分
類
す
る
と
、
一
つ
に
は
但
念
仏
往
生
と
、
二
つ
に
は
助
念
仏
往
生
が
あ
る
。
一
つ
に
、
但
念
仏
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
概
し
て
、
三
品
の
意
味
を
議
論
す
る
と
こ
ろ
、
本
来
、
三
品
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
要
素
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
例
え
ば
、
九
品
の
煩
悩
な
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
三
輩
文
で
の
こ
こ
で
の
往
生
行
も
、
そ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
ど
う
し
て
、
三
輩
に
お
け
る
行
の
種
類
の
多
い
少
な
い
に
つ
い
て
の
み
三
輩
を
議
論
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
議
論
で
は
、
本
願
念
仏
の
行
に
つ
い
て
、
三
輩
往
生
の
趣
旨
を
説
く
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
を
理
解
す
る
の
か
と
い
う
と
、
三
輩
文
に
お
い
て
は
、
共
に
念
仏
に
つ
い
て
、「
一
向
」
の
語
を
配
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
輩
で
は
、
一
向
専
念
無
量
寿
仏
と
説
き
、
以
下
の
下
輩
で
も
、
一
向
専
念
無
量
寿
仏
を
説
く
。
概
し
て
、
他
の
例
に
な
ぞ
ら
え
る
に
、「
一
向
」
と
い
う
の
は
、
余
行
を
兼
ね
な
い
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
の
議
論
で
は
、
念
仏
に
つ
い
て
、
三
輩
を
立
て
、
念
仏
を
そ
の
三
品
に
区
別
す
る
の
で
あ
る
、
と
資
料
２
で
は
述
べ
る
。
つ
ま
り
資
料
２
で
は
、
三
輩
に
お
け
る
行
の
種
類
の
多
少
で
三
輩
の
区
別
が
あ
る
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
各
行
の
浅
深
な
ど
で
三
輩
を
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う８
）
。
そ
し
て
、
各
行
そ
れ
ぞ
れ
に
三
輩
の
区
別
が
あ
り
、
念
仏
に
関
し
て
は
、
三
輩
文
に
「
一
向
」
の
語
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
念
仏
の
み
が
焦
点
と
な
り
、
念
仏
の
み
の
三
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
資
料
２
の
但
念
仏
の
議
論
で
は
、
兼
行
（
念
仏
と
余
行
を
併
せ
て
の
修
行
）
の
三
輩
の
区
別
の
解
釈
を
採
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
料
２
の
内
容
で
、
念
仏
の
み
を
導
出
す
る
際
、「
一
向
」
の
語
を
用
い
て
、
念
仏
の
み
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
い
わ
ば
、
念
仏
の
修
行
の
み
の
世
界
で
あ
る
。
余
行
の
修
行
が
含
ま
れ
な
い
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
料
２
で
は
、
但
念
仏
の
説
明
で
あ
る
の
で
、
こ
の
念
仏
修
行
の
み
の
世
界
と
い
う
の
は
、
但
念
仏
の
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
資
料
２
の
文
脈
上
、
但
念
仏
と
は
、
念
仏
の
み
修
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
資
料
２
で
は
、
三
輩
文
の
念
仏
の
み
を
取
り
出
し
て
、
三
品
の
区
別
を
す
る
話
題
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
そ
こ
に
諸
行
が
加
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
、
念
仏
の
み
の
三
品
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
上
、
但
念
仏
と
は
、
念
仏
修
行
の
み
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
料
２
で
の
但
念
仏
の
語
義
は
、〞
余
行
を
含
ま
ず
、
念
仏
の
み
を
修
行
す
る
〝
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
但
念
仏
往
生
と
は
、
但
念
仏
に
よ
る
往
生
で
あ
り
、
そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
他
の
行
を
含
ま
ず
、
念
仏
の
み
修
行
し
て
往
生
す
る
道
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
節
で
、
専
修
念
仏
の
意
味
を
解
明
し
た
際
、
そ
の
専
修
念
仏
は
、
往
生
行
と
い
う
要
素
が
前
提
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
こ
の
但
念
仏
も
同
様
に
、
往
生
行
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
問
い
が
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
。結
論
か
ら
い
え
ば
、
但
念
仏
に
も
前
提
・
枠
組
み
は
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
〞
往
生
行
〝
で
は
な
く
、〞
往
生
の
道
〝
と
い
う
前
提
・
枠
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
大
経
釈
』
で
は
、
但
念
仏
に
つ
い
て
、「
但
念
仏
往
生
」
と
も
表
現
し
、
こ
の
「
往
生
」
の
部
分
が
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、〞
往
生
四
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
の
道
〝
な
の
で
あ
る
。『
大
経
釈
』
に
は
以
下
の
文
が
あ
る
。
（
資
料
３
）
依
之ニ
案ズルニ
之ヲ
、
今ノ
三
輩ノ
文ニ
、
有
但
念
仏ノ
義
、
有
助
念
仏ノ
義
、
亦タ
有
諸
行
往
生
義
。
仏
以
一
音ヲ
演
説
法ヲ
、
衆
生
随テ
類ニ
各ノ
得
解ス
。ル
ヲ
云
云
仏
意ハ
多
含ナリ
也
。
今
且ク
作ル
三
解ヲ
。９
）
資
料
３
で
は
、
三
輩
文
に
、
但
念
仏
義
・
助
念
仏
義
・
諸
行
往
生
義
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
の
「
但
念
仏
義
」「
助
念
仏
義
」
と
は
、「
諸
行
往
生
義
」
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
は
、「
但
念
仏
往
生
義
」「
助
念
仏
往
生
義
」
と
あ
る
も
の
と
予
測
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
資
料
3
で
は
、
表
現
を
省
略
し
て
、「
但
念
仏
義
」「
助
念
仏
義
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
来
は
、「
但
念
仏
往
生
義
」「
助
念
仏
往
生
義
」
と
示
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
三
義
と
も
、「
…
…
往
生
」
と
い
う
内
容
と
な
る
が
、
こ
の
「
…
…
往
生
」
と
い
う
の
は
、〞
往
生
の
道
〝
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
但
念
仏
往
生
な
ら
ば
、〞
但
念
仏
し
て
往
生
す
る
道
〝
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
助
念
仏
往
生
な
ら
ば
、〞
助
業
と
念
仏
を
し
て
往
生
す
る
道
〝
で
あ
ろ
う
し
、
諸
行
往
生
な
ら
ば
、〞
諸
行
を
し
て
往
生
す
る
道
〝
と
な
る
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
、
こ
の
「
…
…
往
生
」
と
い
う
要
素
を
前
提
と
し
て
、
但
念
仏
・
助
念
仏
・
諸
行
が
三
輩
文
か
ら
導
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
大
経
釈
』
の
三
輩
の
三
義
は
、
「
…
…
往
生
」（
往
生
す
る
道
）
が
前
提
・
枠
組
み
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
大
経
釈
』
で
は
、〞
往
生
行
〝
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
選
択
集
』
の
専
修
念
仏
で
は
、〞
往
生
行
〝
が
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
『
大
経
釈
』
の
但
念
仏
は
、〞
往
生
の
道
〝
が
前
提
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
の
両
者
（
各
前
提
）
に
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
い
の
解
答
は
、
次
節
で
議
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
違
い
は
、
助
業
を
議
論
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
浮
き
彫
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
三
節
但
念
仏
・
専
修
念
仏
と
助
業
第
三
節
第
一
項
専
修
念
仏
と
助
業
本
稿
は
、
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
意
味
を
解
明
す
る
中
で
、
前
提
に
微
妙
な
違
い
ら
し
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
但
念
仏
の
前
提
は
、〞
往
生
の
道
〝
で
あ
る
が
、
専
修
念
仏
の
前
提
は
〞
往
生
行
〝
で
あ
る
。
こ
の
〞
往
生
の
道
〝
と
〞
往
生
行
〝
と
い
う
両
前
提
の
表
現
の
違
い
は
、
単
に
表
現
の
違
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
意
味
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
助
業
が
鍵
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
但
念
仏
｜
助
業
と
、
専
修
念
仏
｜
助
業
と
の
各
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
本
項
で
は
、
専
修
念
仏
｜
助
業
の
関
係
で
あ
る
。
助
業
に
は
、
同
類
と
異
類
が
存
す
る
。
ま
ず
、『
選
択
集
』
第
二
章
の
同
類
の
助
業
か
ら
で
あ
る
。
（
資
料
４
）
次
助
業
者ハ
、
除テノ
第
四ノ
口
称ヲ
之
外
、
以
読
誦
等ノ
四
種ヲ
而シカモ
為
助
業ト
。
即
文
云
、
若
依ヨルヲハ
礼
誦
等トウニ、
即
名テ
為トイフ
助
業ト
是
也10
）
。
資
料
４
で
は
、
正
行
の
う
ち
、
正
定
之
業
以
外
の
正
行
を
助
業
と
す
る
。
そ
し
て
、
五
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
『
選
択
集
』
第
二
章
で
は
、
そ
の
正
行
を
積
極
的
に
認
め
た
上
で
、
五
番
相
対
な
ど
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
正
行
を
積
極
的
に
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
後
論
す
る
が
、『
大
経
釈
』
の
よ
う
に
、
助
業
を
廃
さ
せ
る
（
助
業
に
帰
依
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
さ
せ
る
）
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
次
に
、『
選
択
集
』
第
十
六
章
の
文
を
引
用
す
る
。
（
資
料
５
）
計
也
ハカリミレハ
夫ソレ
速ニ（スミヤカ）欲ニ
離
生
死ヲ
、
二
種ノ
勝
法ノ
中ニ
且シハラク
閣サシヲイテ
聖
道
門ヲ
選
入（ヘシ）
浄
土
門ニ
。
欲
入
浄
土
門
、
正
雑
二
行ノ
中ニ
且シハラク
抛ナケステヽ
諸ノ
雑
行ヲ
選ンテ
応
帰ス
正
行ニ
。
欲
修
於
正
行ヲ
、
正
助
二
業ノ
中ニ
猶ナヲシ
傍カタハラニシテ
於
助
業ヲ
選ンテ
応
専ニ
正
定ノ
之
業ヲ
者
、
即
是（
称ナリ）
仏
名
。（
称レハ）
名
必
得
生
。（
依カ）
仏
本
願
故11
）
。
こ
の
資
料
５
で
も
、
助
業
が
出
る
が
、
助
業
を
傍
ら
と
す
る
と
あ
る
。「
傍
」
と
、
助
業
に
対
し
て
消
極
的
と
も
い
え
る
が
、
完
全
な
否
定
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
資
料
５
の
内
容
で
、
聖
道
門
や
雑
行
で
は
、「
閣
」「
抛
」
と
否
定
を
断
言
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
助
業
に
対
し
て
は
、
否
定
ま
で
は
し
て
い
な
い
。「
傍
」
と
あ
り
、
副
次
的
に
認
め
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
助
業
を
修
行
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、『
選
択
集
』
第
四
章
の
異
類
の
助
業
で
あ
る
。
（
資
料
６
）
二ニ
為ニ
助
成セムカ
念
仏ヲ
説
此ノ
諸
行ヲ
者
、
此コレニ
亦マタ
有
二ノ
意
。
一ニハ
以
同
類ルイノ
善
根ヲ
助
成ス
念
仏ヲ
。
二ニハ
以
異イ
類ノ
善
根ヲ
助
成
念
仏ヲ
。
初
同
類ノ
助
成
者ハ
、
善
導
和
尚ノ
観
経ノ
疏ノ
中ニ
、
挙アケテ
五
種ノ
助
行ヲ
助
成ス
念
仏
一
行ヲ
是
也
。
具ツフサニ
如
上ノ
正
雑
二
行ノ
之
中ニ
説カ
。
次
異イ
類ノ
助
成
者
、
先マツ
就テ
上
輩ニ
而
論セハ
正
助ヲ
者
、
一
向
専
念
無
量
寿
仏ヲ
者
、
是
正
行
也
、
亦
是
所
助ナリ
也
。
捨
家ヲ
棄
欲ヲ
而
作
沙
門
発
菩
提
心ヲ
等
者ハ
、
是
助
行
也
、
亦マタ
是
能ノウ
助
也
。
謂イハク
往
生
之
業
、
念
仏ヲ
為
本ト
故
、
為
一
向
修セムカ
念
仏ヲ
、
捨
家ヲ
棄
欲
而
作
沙
門
、
又
発
菩
提
心ヲ
等
也
。
就
中
出
家
発
心
等トウ
者ハ
、
且シハラク
指ナリ（サス）
初
出
及ヲ
ヨ
以ヒ
初
発ヲ
。
念
仏ハ
是コレ
長
時
不
退ノ
之
行
、
寧ムシロ
容ヘケム
妨ハウ
（サマタケ）
碍ケス（サウ）
念
仏ヲ
也ヤ
。
中
輩ノ
之
中ニ
亦
有
起キ
立
塔タウ
像
懸クヱ
ン
繪ソウ
燃ネン
灯トウ
散サン
花
焼シヨ
ウ
香
等ノ
諸
行
、
是
則
念
仏ノ
助
成
也
。
其ノ
旨ムネ
見タリ
往
生
要
集ニ
。
謂イハク
助
念
方
法ノ
中ノ
方ハウ
処シヨ
供ク
具ク
等ラ
是
也
。
下
輩
之
中
亦
有
発
心
、
亦
有
念
仏
。
助
正ノ
之
義
准シテ
前サキニ
可
知シル
。12
）
資
料
６
を
見
て
も
、
異
類
の
助
業
を
あ
る
程
度
認
め
て
お
り
、
や
は
り
、『
大
経
釈
』
の
よ
う
に
、
助
業
を
廃
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
資
料
６
の
内
容
か
ら
、
助
業
を
修
行
す
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、『
選
択
集
』
で
は
、
助
業
の
修
行
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、
専
修
念
仏
と
は
、
念
仏
の
み
を
修
行
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
専
修
念
仏
を
し
な
が
ら
の
助
業
を
、
ど
の
よ
う
な
理
屈
で
認
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
第
一
節
で
は
、
専
修
念
仏
の
意
味
に
、
往
生
行
を
前
提
・
枠
組
み
と
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
、
往
生
行
以
外
の
諸
行
を
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
も
示
し
た
。
そ
の
点
は
、
既
に
、
根
氏
・
齊
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
氏
の
見
解
を
拡
張
し
て
、
筆
者
は
以
下
の
こ
と
を
提
示
し
た
い
。
す
な
わ
ち
両
氏
は
、
専
修
念
仏
に
帰
依
し
た
と
し
て
も
、
往
生
行
以
外
の
諸
行
を
修
す
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、
助
業
も
往
生
行
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
、
専
修
念
仏
を
し
な
が
ら
の
助
業
も
十
分
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
実
際
、
筆
者
が
考
え
る
に
、
助
業
は
往
生
行
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
助
業
と
は
、
念
仏
を
助
け
る
も
の
で
あ
り
、
助
業
単
独
で
は
、
往
生
の
た
め
の
行
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
念
六
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
仏
と
交
え
る
こ
と
に
よ
り
、
念
仏
と
助
業
は
往
生
行
で
あ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
、
助
業
は
念
仏
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
助
業
単
独
で
は
往
生
行
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
助
業
は
往
生
行
と
い
う
前
提
・
枠
組
み
の
外
に
あ
る
も
の
の
た
め
、
修
行
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
専
修
念
仏
の
教
え
は
、
後
論
す
る
『
大
経
釈
』
の
但
念
仏
の
教
え
の
硬
直
さ
に
比
べ
、
柔
軟
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
す
る
と
し
て
も
、
助
業
を
修
行
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
た
め
、
そ
れ
は
、
柔
軟
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
節
第
二
項
但
念
仏
と
助
業
次
に
本
項
で
は
、
但
念
仏
｜
助
業
の
関
係
で
あ
る
。『
大
経
釈
』
三
輩
文
解
釈
で
は
、
助
念
仏
を
説
く
。
そ
の
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。
（
資
料
７
）
二ニ
異
類ノ
善ト
者
、
是レ
往
生
要
集ノ
意
也
。
彼ノ
集ノ
中ニ
立テ
十
門ヲ
、
釈ス
念
仏
往
生ヲ
。
且ク
其ノ
中ノ
第
四ハ
正
修
念
仏
、
第
五ハ
助
念
方
法ナリ
。
云
云
正
修
念
仏ト
者
、
此ニ
有
五
念
門
。
其ノ
中ノ
第
四
観
察
門ハ
正ク
是レ
念
仏
門
也
。
云
云
助
念
方
法ニ
有
七
。
其ノ
七ト
者
。
云
云
且ク
第
七ノ
惣
結
要
行ニ
問テ
云ク
。
上
諸
門
中
等
云
云
此ノ
義ハ
即チ
似タリ
今
経ノ
意ニ
。
此ハ
即チ
以テ
異
類ノ
善
根ヲ
、
助
成スル
念
仏ヲ
也
。
彼ノ
集ノ
意
以
助
念
仏ヲ
、
為
決
定
往
生ノ
業ト
。
云
云
随ハヽ
能
助ニ
者
、
可シ
謂フ
諸
行
往
生ト
。
今ハ
且ク
随フ
所
助ニ
、
以テ
此ヲ
亦タ
為ス
念
仏
門ト
。13
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資
料
７
の
内
容
は
、
所
々
、
本
文
に
省
略
の
跡
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
異
類
の
善
と
い
う
の
は
、『
往
生
要
集
』
の
意
図
で
あ
る
。
か
の
『
往
生
要
集
』
で
は
、
十
門
を
立
て
て
、
念
仏
往
生
を
解
釈
し
て
い
る
。『
大
経
釈
』
の
こ
こ
で
の
議
論
で
は
、
そ
の
中
の
『
往
生
要
集
』
第
四
の
正
修
念
仏
・
第
五
の
助
念
方
法
で
あ
る
。
正
修
念
仏
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
五
念
門
が
あ
る
。
そ
の
中
の
第
四
は
観
察
門
で
あ
り
、
ま
さ
に
念
仏
で
あ
る
。
助
念
方
法
に
七
項
目
あ
る
。『
往
生
要
集
』
第
七
の
惣
結
要
行
の
文
を
見
る
に
、
こ
の
同
書
の
文
の
意
味
は
、『
無
量
寿
経
』
三
輩
文
の
意
図
に
近
似
し
て
い
る
。
同
経
で
は
、
異
類
の
善
根
に
よ
り
、
念
仏
を
達
成
す
る
た
め
助
け
る
の
で
あ
る
。
か
の
『
往
生
要
集
』
の
意
図
は
、
念
仏
を
助
け
る
こ
と
に
よ
り
、
決
定
往
生
の
業
と
す
る
の
で
あ
る
。
助
け
る
主
体
に
従
え
ば
、
諸
行
往
生
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。『
大
経
釈
』
の
こ
こ
で
は
、
助
け
る
対
象
に
従
う
の
で
、
念
仏
門
と
な
る
、
と
資
料
7
で
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
資
料
７
で
は
、
三
輩
文
の
諸
行
を
助
業
（
助
念
仏
）
と
見
な
し
て
、
議
論
を
し
て
い
る
。
『
大
経
釈
』
で
は
、
助
業
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
の
ち
の
議
論
で
、
助
業
を
廃
す
る
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
無
上
功
徳
文
解
釈
で
あ
る
。
（
資
料
８
）
二ニハ
此ハ
廃シテ
上ノ
助
念
及ビ
諸
行ヲ
、
明ス
但
念
仏
故ト
云
ハ
者
、
上ノ
本
願ノ
願
成
就ノ
文ニ
雖
明スト
但
念
仏ヲ
、
上ノ
来
迎ノ
願
等ノ
中
及ビ
次ノ
三
輩ノ
文
明
助
念ノ
往
生
、
諸
行ノ
往
生ヲ
。
依テ
之ニ
諸ノ
往
生ノ
行
者
、
於
但
念
助
念
諸
行ニ
、
懐テ
疑
網ヲ
未ダ
決シ
。
故ニ
至テ
流
通ニ
、
初ニハ
廃
助
念
諸
行ノ
二
門ヲ
、
明ス
但
念
仏
往
生ヲ
。
謂ク
其
有
得
聞ク
彼ノ
仏ノ
名
号ヲ
。
云
云
善
導ノ
釈ニ
云
。
其
有
得
聞
彼ノ
弥
陀
仏ノ
名
号ヲ
、
歓
喜シテ
至
一
念ニ
皆ナ
当ニ
得
生ス
彼ニ
。
云
云
此ノ
義
亦タ
非ズ
私ノ
意ニ
、
即チ
善
導ノ
御
意
也
。
此ノ
経ノ
三
輩ノ
中ニ
説キ
助
念
及ビ
諸
行ヲ
、
後ニ
流
通ノ
中ニ
、
廃シテ
之ヲ
唯ダ
明ス
念
仏ヲ
。
其ノ
次
第
似タリ
観
経ニ
。
観
経ノ
中ニ
、ハ
先ヅ
広ク
逗シテ
機
縁ニ
、
説テ
十
三
定
善
、
三
福
九
品ノ
之
業ヲ
明ス
諸
行
往
生ヲ
。
其ノ
次ニ
仏
七
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
以
此ノ
法ヲ
、
付
属シ
給玉
フ
文ニ
云ク
。
仏
告ハク
阿
難
、
汝ヂ
好ク
持
是ノ
語ヲ
等
。
云
云
善
導ノ
釈ニ
云
。
従
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
已
下ハ
、
正ク
明ス
付
属
弥
陀ノ
名
号ヲ
、
流
通スル
ヲ
於
代ニ
。
上
来
雖
説クト
定
散
両
門
之
益ヲ
、
望レバ
仏ノ
本
願ニ
、
意
在リ
衆
生ヲシテ
一
向
専ラ
称シムルニ
弥
陀
仏ノ
名ヲ
。
已
上
此レ
已ニ
如
此ノ
、
今
経
亦タ
如
此ノ
。
上ニハ
逗シテ
機
縁ニ
、
且ク
雖トモ
説クト
助
念
仏
往
生
及ビ
諸
行
往
生
之
旨ヲ
、
准ル
仏ノ
本
願ニ
故ニ
、
至テ
于
流
通ノ
初ニ
、
廃シテ
諸
行ヲ
帰スル
但
念
仏ニ
也
。
助
行
猶ヲ
廃ス
之ヲ
、
況ヤ
但
諸
行ヲ
哉
。
云
云
14
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資
料
８
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
上
記
の
助
念
仏
や
諸
行
往
生
を
廃
し
て
、
但
念
仏
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
は
、
第
十
八
願
の
願
成
就
文
に
、
但
念
仏
を
明
ら
か
に
す
る
け
れ
ど
も
、
上
記
の
第
十
九
願
や
三
輩
文
で
、
助
念
仏
・
諸
行
往
生
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
様
々
な
往
生
の
行
者
が
、
但
念
仏
・
助
念
仏
・
諸
行
に
つ
い
て
、
疑
網
を
抱
い
て
し
ま
っ
て
、
ど
れ
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、
決
定
し
づ
ら
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
流
通
分
の
最
初
で
、
助
念
仏
・
諸
行
往
生
を
廃
し
て
、
但
念
仏
往
生
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
や
、
善
導
の
解
釈
文
を
引
用
し
、
こ
の
見
解
は
、
私
の
意
図
だ
け
で
は
な
く
、
善
導
の
意
図
で
あ
る
と
す
る
。
三
輩
文
の
中
で
、
助
念
仏
・
諸
行
往
生
を
説
き
、
流
通
分
で
、
こ
の
二
つ
を
廃
し
、
た
だ
念
仏
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
手
法
は
、『
観
経
』
に
似
て
い
る
と
す
る
。
同
経
で
は
、
ま
ず
様
々
な
機
根
に
教
え
を
与
え
る
に
、
定
善
・
散
善
の
行
を
説
き
、
諸
行
往
生
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
釈
が
こ
の
教
え
に
よ
り
、
付
属
す
る
の
は
、『
観
経
』
付
属
文
・
善
導
付
属
釈
文
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
『
無
量
寿
経
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
前
半
の
ほ
う
で
は
、
機
根
に
よ
っ
て
教
え
を
与
え
る
に
、
助
念
仏
・
諸
行
往
生
を
説
く
け
れ
ど
も
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
な
ぞ
ら
え
る
の
で
、
流
通
分
の
最
初
で
は
、
諸
行
に
帰
依
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
さ
せ
、
但
念
仏
に
帰
依
さ
せ
る
。
助
念
仏
で
も
廃
す
る
の
で
あ
る
、
ま
し
て
や
諸
行
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
、
と
資
料
8
で
は
述
べ
る
。
三
輩
文
に
お
い
て
、
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
の
三
義
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
並
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
無
量
寿
経
』
の
読
み
手
が
、
三
義
の
う
ち
、
ど
れ
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、
疑
網
を
抱
い
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
無
上
功
徳
文
で
は
、
念
仏
往
生
の
み
を
説
い
て
い
る
の
で15
）
、
但
念
仏
往
生
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
、
帰
依
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
輩
文
の
三
義
に
対
し
て
、
無
上
功
徳
文
を
連
結
し
、
但
念
仏
往
生
を
導
出
す
る
と
い
う
形
式
を
と
る
と
、
こ
の
教
理
の
構
造
上
、
助
念
仏
往
生
と
諸
行
往
生
を
廃
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
無
上
功
徳
文
で
は
、
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
全
く
示
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
や
め
、
そ
れ
ら
に
帰
依
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
少
な
く
と
も
『
大
経
釈
』
で
は
、
助
念
仏
を
勧
め
ず
、
但
念
仏
の
み
を
勧
め
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
側
か
ら
す
れ
ば
、
但
念
仏
の
み
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
諸
行
は
も
ち
ろ
ん
、
助
業
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
積
極
的
に
助
業
を
勧
め
る
、
善
導
の
助
業
観
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う16
）
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
助
業
を
修
す
こ
と
を
認
め
る
『
選
択
集
』
の
助
業
観
と
も
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
助
念
仏
を
勧
め
ず
、
但
念
仏
の
み
修
す
こ
と
が
残
る
と
い
う
『
大
経
釈
』
で
の
状
況
は
、『
選
択
集
』
な
ど
と
比
べ
、
あ
る
意
味
、
硬
直
的
と
い
え
る
。
こ
の
『
大
経
釈
』
の
但
念
仏
の
教
え
の
硬
直
さ
は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
八
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
う
か
。
そ
れ
は
、
但
念
仏
の
も
つ
意
味
と
、〞
往
生
の
道
〝
と
い
う
三
輩
の
三
義
の
前
提
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
但
念
仏
の
意
味
は
、
念
仏
の
み
の
世
界
な
の
で
、
そ
れ
の
み
に
固
定
す
れ
ば
、
但
念
仏
の
み
に
な
り
、
諸
行
は
も
ち
ろ
ん
、
助
念
仏
で
さ
え
除
外
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
、『
大
経
釈
』
三
輩
の
三
義
に
お
い
て
、
専
修
念
仏
と
同
じ
よ
う
に
、
往
生
行
を
前
提
と
し
て
い
れ
ば
、
助
業
を
修
す
余
地
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、〞
往
生
行
〝
と
〞
往
生
の
道
〝
の
違
い
に
着
目
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
経
釈
』
三
輩
の
三
義
の
前
提
は
、〞
往
生
行
〝
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
〞
往
生
の
道
〝
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
輩
文
に
、〞
往
生
の
道
〝
や
、
善
導
の
教
え
（
正
雑
二
行
・
正
助
二
業
の
説
）
と
い
う
前
提
を
加
え
れ
ば
、
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
が
導
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
助
業
も
〞
往
生
の
道
〝
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
助
業
単
独
で
は
往
生
行
で
は
な
い
が
、
助
業
に
〞
往
生
の
道
〝
と
い
う
前
提
を
か
け
る
。
す
る
と
助
業
は
、
本
来
、
念
仏
と
組
み
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
な
ら
ば
十
分
、
往
生
の
道
に
な
り
え
る
の
で
、
助
業
と
念
仏
を
す
る
道
、
つ
ま
り
、
助
念
仏
往
生
の
道
が
導
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
の
三
義
の
中
で
、
但
念
仏
往
生
の
み
を
固
定
す
れ
ば
、
残
り
の
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
、『
選
択
集
』
の
専
修
念
仏
の
場
合
、
往
生
行
を
前
提
・
枠
組
み
と
し
て
、
専
修
念
仏
の
み
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
助
業
は
、
往
生
行
の
枠
外
で
あ
る
の
で
、
専
修
念
仏
の
み
に
固
定
し
て
も
、
助
業
は
枠
外
な
の
で
、
そ
の
固
定
に
関
係
が
な
い
。
よ
っ
て
、
専
修
念
仏
と
と
も
に
、
助
業
を
修
行
す
る
余
地
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
『
大
経
釈
』
の
但
念
仏
で
は
、〞
往
生
の
道
〝
が
前
提
の
た
め
、
助
業
を
枠
外
に
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
但
念
仏
往
生
の
み
に
固
定
す
る
際
、
諸
行
往
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
助
念
仏
往
生
も
い
っ
し
ょ
に
廃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
専
修
念
仏
に
比
べ
、
硬
直
的
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
但
念
仏
の
教
え
が
硬
直
的
な
の
は
、
但
念
仏
の
も
つ
意
味
と
、〞
往
生
の
道
〝
と
い
う
三
輩
の
三
義
の
前
提
に
よ
る
の
で
あ
る17
）
。
そ
し
て
、
上
述
で
問
題
提
起
し
て
い
た
、〞
往
生
行
〝
と
〞
往
生
の
道
〝
の
両
前
提
の
違
い
は
、
以
上
の
よ
う
な
点
な
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
の
内
容
を
以
下
に
ま
と
め
よ
う
。
ま
ず
、
但
念
仏
と
専
修
念
仏
の
意
味
を
、『
大
経
釈
』
と
『
選
択
集
』
の
文
か
ら
引
き
出
し
た
。
す
な
わ
ち
但
念
仏
は
、『
大
経
釈
』
三
輩
文
解
釈
で
導
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
導
出
の
際
、
三
輩
文
の
各
行
に
そ
れ
ぞ
れ
三
品
の
別
が
あ
る
と
い
う
文
脈
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
三
輩
文
の
「
一
向
」
の
語
よ
り
、
念
仏
の
み
の
三
品
の
別
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
但
念
仏
が
導
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
脈
上
、
但
念
仏
の
語
義
は
、〞
余
行
を
含
ま
ず
、
念
仏
の
み
を
修
行
す
る
〝
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
助
業
で
さ
え
、
但
念
仏
は
許
容
し
な
い
の
で
あ
る
。
三
輩
に
三
義
も
存
す
る
た
め
、
ど
れ
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
往
生
の
行
者
が
疑
九
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
網
を
抱
く
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
無
上
功
徳
文
解
釈
で
、
但
念
仏
往
生
の
道
の
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
解
答
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
硬
直
的
に
、
助
念
仏
往
生
の
道
さ
え
拒
否
し
、
但
念
仏
の
み
に
固
定
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
専
修
念
仏
に
つ
い
て
は
、
選
択
本
願
念
仏
説
よ
り
導
出
さ
れ
る
場
合
、
往
生
行
を
前
提
・
枠
組
み
で
導
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
根
氏
・
齊
藤
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
専
修
念
仏
は
、
単
に
念
仏
の
み
修
行
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
往
生
行
の
枠
外
で
あ
る
な
ら
、
持
戒
な
ど
の
諸
行
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
説
を
更
に
拡
張
す
れ
ば
、
助
業
を
も
併
せ
て
修
行
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
修
念
仏
の
ほ
う
が
、
但
念
仏
よ
り
も
、
往
生
行
以
外
の
助
業
を
許
容
す
る
分
、
柔
軟
的
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
問
題
提
起
に
即
し
て
結
論
を
示
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
実
践
上
の
意
味
の
大
き
な
相
違
点
は
、
但
念
仏
は
、
助
念
仏
を
拒
否
す
る
が
、
専
修
念
仏
は
、
往
生
行
以
外
の
助
業
を
許
容
す
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
1
）
法
然
は
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
と
し
て
、「
専
念
弥
陀
」「
専
称
仏
号
」「
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
」「
一
向
専
念
仏
」
等
々
と
記
述
す
る
。
本
文
の
「
専
…
…
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
を
含
む
も
の
と
す
る
。
2
）
三
部
経
講
説
お
い
て
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
を
す
る
箇
所
は
、
以
下
の
と
お
り
。
ほ
と
ん
ど
が
、
引
用
や
取
意
と
い
え
る
。『
昭
法
全
』
八
〇
頁
、
八
六
〜
九
一
頁
、
一
二
〇
頁
、
一
二
三
〜
一
二
四
頁
、
一
二
六
頁
、
一
四
七
〜
一
四
九
頁
。
無
論
、
こ
こ
で
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
の
検
索
を
す
る
範
囲
は
、
同
書
の
古
層
の
部
分
と
予
想
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
古
層
の
部
分
が
、
ど
の
範
囲
か
、
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
な
る
べ
く
、
採
録
す
る
方
向
で
上
記
の
箇
所
を
指
摘
し
た
。
明
ら
か
な
新
層
部
分
は
、
後
人
の
加
筆
の
た
め
、
検
索
か
ら
除
外
し
た
。
岸
一
英
「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
研
究
篇
』、
同
朋
舎
、
一
九
八
八
年
十
一
月
）、
同
「『
三
部
経
釈
』
の
研
究
一
）」
『
法
然
上
人
研
究
』
一
、
一
九
九
二
年
四
月
）、
同
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
の
復
元
｜
『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
五
）
｜
」（『
髙
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
一
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）、
同
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
復
元
本
」
『
仏
教
文
化
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
一
年
三
月
）な
ど
参
照
。
し
か
し
、
右
記
の
三
部
経
講
説
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
類
の
箇
所
の
う
ち
、
『
阿
弥
陀
経
釈
』（『
昭
法
全
』
一
四
七
〜
一
四
九
頁
）
で
は
、
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
を
、
地
の
文
で
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
検
討
し
よ
う
。
同
書
の
地
の
文
の
よ
う
に
見
え
る
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
を
引
用
し
よ
う
。
（
資
料
一
）
将ニ
釈ント
此ノ
経ヲ
、
略
有リ
四
意
。
一ニ
者ハ
来
意
、
二ニハ
専
雑
、
専
亦タ
有リ
二
。
一ニハ
正
定
、
二ニハ
助
行ナ
。リ（『
昭
法
全
』
一
四
七
頁
。
岸
一
英
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
復
元
本
」〔『
仏
教
文
化
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
二
頁
上
。
な
お
、
専
修
念
仏
の
類
の
部
分
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
。〕
こ
の
資
料
一
は
、
同
書
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
同
書
の
構
成
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
に
四
意
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
第
二
で
、『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
専
と
雑
が
あ
り
、
専
に
、
正
定
と
助
行
の
意
味
を
含
む
と
す
る
。
こ
の
う
ち
の
「
専
」
と
は
、
お
そ
ら
く
、
専
修
正
行
で
あ
り
、
専
修
念
仏
の
類
と
い
え
る
。「
雑
」
と
は
雑
修
雑
行
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
正
定
」
と
は
正
定
之
業
で
あ
り
、「
助
行
」
と
は
助
業
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
、
善
導
教
学
を
援
用
し
て
、『
阿
弥
陀
経
』
内
に
、
そ
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
旨
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
〇
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
次
の
引
用
文
も
、
同
書
の
地
の
文
の
よ
う
に
見
え
る
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
で
あ
る
。
（
資
料
二
）
二ニ
念
仏
往
生
、
是
亦タ
有リ
二
。
一ニハ
念
仏
往
生
、
二ニハ
引
証ヲ
勧ム
往
生ヲ
。
付
念
仏
往
生ニ
、
亦タ
為
二ト
。
一ニハ
修
因
、
二ニハ
感
果
。
一ニ
付テ
修
因ニ
亦
為
二ト
。
一ニハ
発
願
、
二ニハ
念
仏
。
一ニ
発
願ト
者
発
往
生ノ
願ヲ
。
願ト
者
。
云
云
経ニ
云ヘリ
衆
生
聞カン
者ト
、
応シ
当ニ
発
願
願フ
生ント
彼ノ
國ニ
。
所
以
者
何ト
、ナレハ
得レハナリ
与
如ノ
是
諸ノ
上
善
人ト
倶ニ
会スル
ヲ
一
処ニ
。
云
云
是レ
則チ
発ス
往
生
之
願ヲ
也
。
二
念
仏
〔
往
生ト
云
ハ
〕
者
、
付テ
之ニ
為
二ト
。
一ニハ
簡ヒ
小
善ヲ
、
二ニハ
正ク
修
念
仏ヲ
。
一ニ
簡
小
善ト
者ハ
、〔
不
足
為スルニ
往
生ノ
因ト
。〕
善
導
以
雑
善ヲ
、
名
小
善ト
。
文ニ
云ヘリ
極
楽ハ
無
為
涅
槃ノ
界ナ
、リ
随
縁ノ
雑
善ハ
恐クハ
難シ
生シ
。
故ニ
使シム
如
来
選ンデ
要
法ヲ
、
教ヘテ
念セシムル
弥
陀ヲ
専ニ
復
専ナラ。
七
日
七
夜
心
無
間ナ
、レバ
長
時ノ
起
行モ
倍
マスマス
皆
然ナ
。リ
臨
終ニ
聖
衆
持テ
華ヲ
現ス
。
身
心
踊
躍
坐ス
金
蓮ニ
。
坐スル
時
即チ
得ウ
無
生
忍ヲ
。
一
念ニ
迎
将
至
仏
前ニ
、
法
侶
将テ
衣ヲ
競ヒ
来テ
著キス
。
証
得
不
退ヲ
入
三
賢ニ
矣
。
〔
付テ
此ノ
文ニ
為
二
。
一ニハ
簡
小
善ヲ
、
二
正ク
修スト
云
ヘリ
念
仏ヲ
。
一ニ
簡
小
善
根ト
者
、
不
可
以
小
善
根
福
徳
因
縁
得
生
彼
国ト
者
、
諸
余ノ
雑
行
者
難シ
生シ
彼ノ
国ニ
。
不ル
欲
生ント
彼
国ニ
故ニ
、
云
随
縁
雑
善
恐
難
生ト
。
少
善
根ト
者
対スルノ
多
善
根ニ
之
言ナリ
也
。
然ハ
則チ
雑
善ハ
是レ
小
善
根
也
。
念
仏ハ
是レ
多
善
根
也
。
故ニ
竜
舒
浄
土
文ニ
云ク
。
襄
陽ノ
石ニ
刻メル
阿
弥
陀
経ハ
乃チ
隋ノ
陳
仁
陵カ
所ナリ
書セ
。ル
字
画
清
婉ニ
人
多
慕ヒ
玩フ
。
自リ
一
心
不
乱
而
下モニ
云
、
専
持
名
号
以
称
名
故
諸
罪
消
滅
即
是
多
善
根
福
徳
因
縁
矣
。
今
世ノ
伝
本ニハ
脱ス
此ノ
二
十
一
字
已
上
。
非
啻タヽ
有
多
少ノ
蒙
、
亦
有リ
大
小
蒙
。
謂ク
雑
善ハ
是レ
小
善
根ナリ
也
。
念
仏ハ
是レ
大
善
根
也
。
亦
有リ
勝
劣ノ
蒙
、
謂ク
雑
善ハ
是レ
劣
善
根ナリ
也
。
念
仏ハ
是レ
勝
善
根
也
。〕
小
善
根ト
者
、
是レ
則チ
不
足
為スルニ
往
生ノ
因
、
諸ノ
善
根
也
。
大
小ハ
者
是レ
相
待
之
法
也
。
無シ
有ル
定
性
。
云
云
而ニ
大
小ノ
蒙
諸
師
異
説ス
。
云
云
今
依ラバ
善
導ニ
以テ
雑
善ヲ
、
名テ
為ス
小
善ト
。
云
云
二ニ
正
修
念
仏ト
者
、
是レ
一
心ニ
称
念ス
彼ノ
仏
名ヲ
、
仏
名ヲ
為ス
念
仏ト
。
云
云
経ニ
云
。
若シ
有テ
善
男
子
善
女
人
、
聞テ
説ヲ
阿
弥
陀
仏ノ
執
持スル
ヲ
名
号ヲ
、
若シハ
一
日
若ハ
二
日
若ハ
三
日
若ハ
四
日
若ハ
五
日
若ハ
七
日
、
一
心ニ
不
乱
。
云
云
是レ
則チ
専ラ
修テ
正
行ヲ
修スル
念
仏
三
昧ヲ
文
也
。
文ノ
中ニ
有
四
意
。
一ニハ
若
有
善
男
子
善
女
人ト
者
、
是レ
則チ
明ナリ
念
仏ノ
行
者ヲ
。
付
之ニ
、
雖
挙クト
善
人ヲ
、
意
亦タ
兼
悪
人ヲ
。
故ニ
善
導
釈
此ノ
文ヲ
云ク
。
若ハ
仏ノ
在
世
、
若ハ
仏ノ
滅
後
、
一
切ノ
造
罪ノ
凡
夫
、
但
廻
心ヲ
、
念
阿
弥
陀ヲ
、
願
生ント
浄
土ニ
、
即チ
得
往
生スル
ヲ
浄
土
。
云
云
次ニ
執
持
名
号ト
者
、
此レ
正ク
修スル
念
仏ヲ
也
。
云
云
次ニ
若
一
日
乃
至
七
日ト
者
、
是レ
則チ
修
念
仏
三
昧ヲ
時
節ノ
延
促
也
。
文ハ
但タ
雖
挙ト
一
日
七
日ヲ
、
意
兼
一
生
乃
至
十
声
三
声
一
声
等ノ
時
節ヲ
。
故ニ
善
導
釈
此ノ
文ヲ
云
。
上
尽シ
百
年ヲ
、
下
至ルマデ
七
日
一
日
十
声
三
声
一
声
等
、
命
欲スル
終ント
時
、
仏ト
与
聖
衆
、
自
来テ
迎
接シテ
速チ
得
往
生ヲ
。
云
云
以
之ヲ
案ルニ
之ヲ
、
今
此ノ
経ノ
意ハ
、
但タ
非
明スノミニ
善
人
一
日
七
日ノ
往
生ヲ
、
兼
又タ
明ス
十
悪ノ
軽
罪
、
破
戒ノ
次
罪
、
五
逆ノ
罪
人ノ
往
生ヲ
也
。
云
云
次ニ
一
心
不
乱ト
者
、
念
仏ノ
時
心
不
散
乱
、
至
誠ニ
至
信
専ラ
念ル
仏
名ヲ
也
。
云
云
是レ
則チ
往
生
修
因
也
。〔『
昭
法
全
』
一
四
八
〜
一
四
九
頁
。
岸
一
英
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
復
元
本
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
五
四
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
三
頁
上
〜
四
頁
上
。
な
お
、
専
修
念
仏
の
類
の
部
分
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
。
ま
た
、
右
記
岸
氏
作
成
古
層
復
元
本
を
参
照
し
て
、
新
層
の
部
分
を
〔
〕
内
に
い
れ
た
。
ま
た
、
資
料
二
の
一
八
行
目
・
一
九
行
目
・
二
一
行
目
「
蒙
」
は
「
義
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。〕
こ
の
資
料
二
で
は
、
地
の
文
の
よ
う
に
見
え
る
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
、
古
層
で
は
二
箇
所
（「
専
修
正
行
修
念
仏
三
昧
」「
専
念
仏
名
」）
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
専
修
念
仏
は
、
文
脈
上
、『
阿
弥
陀
経
』
の
一
日
七
日
念
仏
文
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
同
文
に
対
す
る
、
善
導
『
法
事
讃
』
の
解
釈
で
は
、
そ
の
念
仏
を
、「
念
弥
陀
専
復
専
七
日
七
夜
心
無
間
長
時
起
行
倍
皆
然
」
と
専
修
念
仏
の
類
で
表
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
構
成
上
、『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
法
然
の
地
の
文
の
よ
う
に
見
え
る
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
、
善
導
の
釈
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
善
導
の
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
の
取
意
が
、
法
然
の
同
書
の
地
の
文
の
よ
う
に
見
え
る
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
資
料
二
の
二
つ
の
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
、
取
意
と
い
う
形
式
で
あ
っ
て
、
議
論
を
経
て
の
立
証
に
よ
る
専
修
念
仏
の
導
出
と
い
う
形
式
で
は
な
い
。
ま
た
、
資
料
一
に
つ
い
て
も
、
資
料
二
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
資
料
二
の
一
一
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
内
容
が
あ
る
故
、
資
料
一
の
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
資
料
一
の
専
修
念
仏
の
類
の
表
現
は
、『
阿
弥
陀
経
』
一
日
七
日
念
仏
文
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
資
料
二
の
解
釈
を
承
け
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
料
一
も
、
間
接
的
に
善
導
文
の
取
意
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
文
は
、
い
ず
れ
も
引
用
や
取
意
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
3
）
な
お
、
本
稿
の
こ
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
特
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
意
味
の
相
違
を
、
明
確
に
指
摘
す
る
論
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
4
）
水
谷
眞
成
監
修
・
解
説
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
五
一
〜
五
三
頁
。
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
資
料
編
第
二
巻
・
往
生
院
本
翻
刻
』（
文
化
書
院
、
一
九
九
九
年
三
月
）
二
六
〜
二
七
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
三
一
九
頁
に
該
当
。
な
お
、
『
選
択
集
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
左
訓
は
右
ル
ビ
の
）内
に
い
れ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
の
引
用
文
の
句
読
点
は
、
三
部
経
講
説
の
引
用
文
以
外
は
、
角
野
が
付
け
た
。
5
）
根
宣
雄
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
と
倫
理
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
四
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）、
齊
藤
隆
信
「
浄
土
宗
学
と
し
て
の
戒
と
そ
の
意
義
」
（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
四
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
参
照
。
根
氏
は
前
掲
論
文
で
、『
選
択
集
』
第
三
章
の
選
択
本
願
念
仏
説
を
取
り
あ
げ
、「
往
生
行
と
し
て
阿
弥
陀
仏
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、
専
称
仏
号
の
一
行
で
あ
っ
て
、」（
二
〇
五
頁
）
と
、
専
修
念
仏
は
往
生
行
を
前
提
と
す
る
と
い
う
、
筆
者
が
本
文
で
提
示
し
た
説
と
近
似
し
た
内
容
を
示
唆
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
往
生
行
は
念
仏
で
あ
る
が
、
決
し
て
他
の
善
根
を
否
定
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
往
生
行＝
念
仏
」
を
踏
ま
え
た
上
で
の
諸
善
根
の
肯
定
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。」（
二
一
四
頁
。
な
お
、
一
部
、
衍
字
と
思
わ
れ
る
部
分
を
角
野
が
修
正
し
た
。）
と
指
摘
さ
れ
、
専
修
念
仏
の
立
場
に
あ
っ
て
も
、
廃
悪
修
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
齊
藤
氏
も
前
掲
論
文
で
、「
法
然
が
廃
捨
し
た
の
は
往
生
行
と
し
て
の
戒
で
あ
っ
て
、
非
往
生
行
と
し
て
の
戒
は
も
と
よ
り
廃
捨
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
。」（
二
三
五
頁
）
と
指
摘
さ
れ
、
や
は
り
専
修
念
仏
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
持
戒
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
6
）
た
だ
し
厳
密
に
い
え
ば
、
往
生
行
の
枠
外
で
も
、
聖
道
門
の
道
に
は
進
ま
な
い
と
い
う
条
件
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
往
生
行
の
前
提
と
と
も
に
、〞
出
離
生
死
の
た
め
〝
と
い
う
前
提
も
存
す
る
。
つ
ま
り
、〞
出
離
生
死
の
た
め
な
ら
ば
、
専
修
念
仏
で
あ
る
。〝
や
、〞
出
離
生
死
の
た
め
な
ら
ば
、
聖
道
門
で
は
な
い
。〝
と
い
う
主
張
内
容
も
、
法
然
の
教
え
に
は
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
聖
道
門
を
主
張
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
7
）
『
昭
法
全
』
八
八
頁
。
な
お
、
資
料
2
の
四
行
目
で
は
、「
側
」
と
あ
る
が
、
「
測
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
資
料
2
の
一
〇
行
目
の
「
唯
」
は
、「
准
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
8
）
た
だ
し
、「
各
行
」
と
い
っ
て
も
、
複
数
の
行
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。『
大
経
釈
』
の
三
輩
で
は
、
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
説
く
が
、
後
の
二
者
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
行
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
三
品
の
区
別
で
も
、
或
る
行
の
一
行
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
の
行
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
行
も
含
む
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
一
体
と
見
な
し
、
三
品
の
区
別
を
立
て
る
の
だ
ろ
う
。
9
）
『
昭
法
全
』
九
〇
頁
。
10
）
水
谷
眞
成
監
修
・
解
説
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
二
七
頁
。
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
資
料
編
第
二
巻
・
往
生
院
本
翻
刻
』（
文
化
書
院
、
一
九
九
九
年
三
月
）
一
四
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
三
一
四
頁
に
該
当
。
11
）
水
谷
真
成
監
修
・
解
説
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
』（
法
蔵
館
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
二
〇
六
頁
。
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
資
料
編
第
二
巻
・
往
生
院
本
翻
刻
』（
文
化
書
院
、
一
九
九
九
年
三
月
）
一
〇
四
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
三
四
七
頁
に
該
当
。
一
二
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
12
）
水
谷
眞
成
監
修
・
解
説
『
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
七
四
〜
七
六
頁
。
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会
編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
資
料
編
第
二
巻
・
往
生
院
本
翻
刻
』（
文
化
書
院
、
一
九
九
九
年
三
月
）
三
八
〜
三
九
頁
。『
昭
法
全
』
で
は
、
三
二
三
頁
に
該
当
。
13
）
『
昭
法
全
』
八
九
頁
。
14
）
『
昭
法
全
』
九
一
頁
。
な
お
、
資
料
8
の
三
〜
四
行
目
「
故ニ
至テ
流
通ニ
、
初ニ
」ハ
の
訓
点
は
、「
故ニ
至テ
流
通ノ
初ニ
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
資
料
８
の
一
四
行
目
の
「
廃
」「
帰
」
の
訓
は
、〞
廃
せ
し
め
〝〞
帰
せ
し
む
〝
と
使
役
で
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
選
択
集
』
に
も
、
廃
帰
を
説
く
が
、
そ
の
『
選
択
集
』
の
廃
帰
を
使
役
で
読
む
べ
き
こ
と
を
既
に
本
庄
良
文
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
記
の
訓
の
修
正
案
は
、
本
庄
氏
の
ご
指
摘
を
参
考
に
し
た
。
本
庄
良
文
「『
選
択
集
』
第
四
・
第
十
二
章
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
語
義
」
『
八
百
年
遠
忌
記
念
法
然
上
人
研
究
論
文
集
』、
二
〇
一
一
年
一
月
）参
照
。
15
）
無
上
功
徳
文
の
「
無
上
功
徳
」
と
い
う
語
は
、
法
然
の
解
釈
で
は
、
往
生
の
因
を
意
味
す
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、『
大
経
釈
』
で
は
、
無
上
功
徳
文
と
善
導
の
釈
文
を
引
用
す
る
。『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
で
は
、
（
資
料
三
）
仏
語ハク
弥
勒ニ
、
其レ
有テ
得ル
聞ク
ヲ
彼ノ
仏ノ
名
号ヲ
、
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念セ
、ンニ
当ニ
知ル
、
此ノ
人
為
得タリト
大
利ヲ
、
則チ
是レ
具
足ス
無
上ノ
功
徳ヲ
。（『
浄
全
』
第
一
巻
三
五
頁
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
角
野
が
付
し
た
。）
と
あ
る
。
ま
た
、
善
導
釈
文
で
は
、
（
資
料
四
）
其レ
有テ
得
聞
ヲ
彼ノ
弥
陀
仏ノ
名
号ヲ
歓
喜
至ルマテ
一
念ニ
皆
当ニ
得
生
ヲ
彼ニ
（『
浄
全
』
第
四
巻
三
六
二
頁
上
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
角
野
が
付
し
た
。）
と
あ
る
。
資
料
三
・
四
と
で
は
、
傍
線
部
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
経
で
は
、
大
利
・
無
上
功
徳
を
得
る
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
善
導
釈
文
で
は
、
極
楽
に
往
生
す
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
法
然
が
、
大
利
・
無
上
功
徳
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
往
生
の
因
を
得
る
こ
と
と
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
16
）
例
え
ば
、
善
導
は
、『
観
経
疏
』
散
善
義
の
深
心
釈
の
中
で
、
正
行
を
説
く
。
こ
の
正
行
の
説
で
は
、
雑
行
と
比
べ
、
明
ら
か
に
正
行
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
正
行
の
中
に
、
助
業
も
含
ま
れ
る
故
、
当
然
、
助
業
も
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
更
に
善
導
は
、『
往
生
礼
讃
』
前
序
の
至
誠
心
釈
で
、
（
資
料
五
）
一ニハ
者
至
誠
心
、
所
謂
身
業ニ
礼
拝シ
彼ノ
仏ヲ
、
口
業ニ
讃
歎シ
称
揚シ
彼ノ
仏ヲ
、
意
業ニ
専
念シ
観
察ス
彼ノ
仏ヲ
。
凡ソ
起スニ
三
業ヲ
必ス
須ク
真
実ナル。
故ニ
名ク
至
誠
心ト
。（『
浄
全
』
第
四
巻
三
五
四
頁
下
。）
と
、
身
口
意
の
三
業
を
修
行
す
る
に
、
真
実
で
な
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
こ
の
三
業
の
修
行
に
は
、
礼
拝
・
讃
嘆
・
観
察
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
行
の
助
業
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
業
の
助
業
が
積
極
的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
や
は
り
、
善
導
は
助
業
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
17
）
と
こ
ろ
で
、
念
仏
と
助
業
は
、
同
時
に
修
行
す
る
の
か
否
か
、
考
え
て
み
る
に
、
例
え
ば
、
念
仏
を
し
な
が
ら
、
助
業
で
あ
る
礼
拝
正
行
は
同
時
に
な
し
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
中
に
は
、
念
仏
と
同
時
に
行
え
な
い
助
業
も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
三
輩
文
の
異
類
の
助
業
で
、
発
菩
提
心
が
あ
る
が
、
こ
の
発
菩
提
心
と
念
仏
が
同
時
に
行
わ
れ
る
と
い
う
の
は
、
少
し
考
え
づ
ら
い
。
心
で
は
、
菩
提
を
求
め
る
意
図
を
も
ち
つ
つ
、
同
時
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
称
え
る
と
い
う
の
は
、
少
し
考
え
づ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
助
業
で
も
、
同
時
に
行
え
な
い
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
そ
の
同
時
に
行
わ
な
い
助
業
と
念
仏
の
場
合
、
そ
の
念
仏
は
但
念
仏
に
も
な
り
え
る
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
助
業
を
同
時
に
修
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
但
念
仏
を
修
行
し
え
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
別
時
間
な
が
ら
も
、
助
業
を
修
行
し
つ
つ
、
但
念
仏
を
修
す
る
こ
と
が
あ
り
え
て
し
ま
い
、
但
念
仏
を
固
定
し
た
場
合
、
助
念
仏
を
必
然
的
に
廃
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
私
見
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
三
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
（
角
野
玄
樹
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
、
助
業
を
念
仏
と
は
異
な
る
時
間
に
修
行
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
助
業
と
は
、
あ
く
ま
で
、
念
仏
を
助
け
る
行
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
助
業
に
助
け
ら
れ
る
念
仏
と
は
、
そ
の
助
業
と
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
、
但
念
仏
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
時
間
は
離
れ
て
い
て
も
、
あ
く
ま
で
、
当
該
の
助
業
と
念
仏
と
は
組
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
当
該
の
念
仏
は
、
念
仏
の
み
の
但
念
仏
で
は
な
い
。
単
な
る
念
仏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
、
念
仏
と
は
異
な
る
時
間
に
修
行
す
る
助
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
当
該
の
念
仏
は
但
念
仏
で
な
い
。
ま
た
、『
大
経
釈
』
で
の
但
念
仏
の
導
出
は
、
三
輩
文
の
各
行
に
そ
れ
ぞ
れ
三
品
の
別
が
あ
り
、
三
輩
文
で
は
、「
一
向
」
の
語
か
ら
、
念
仏
の
み
の
三
品
の
別
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
但
念
仏
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
同
時
で
あ
ろ
う
が
、
異
な
る
時
間
で
あ
ろ
う
が
、
三
輩
の
諸
行
の
助
業
を
加
え
る
と
、
そ
の
助
け
る
対
象
の
念
仏
と
組
に
な
る
の
で
、
念
仏
だ
け
の
三
品
の
区
別
で
は
な
く
な
る
。
助
業
の
三
品
の
区
別
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
三
品
の
ど
こ
に
配
当
さ
れ
る
か
は
、
念
仏
と
助
業
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
状
況
は
、
念
仏
の
み
の
三
品
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
但
念
仏
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
視
点
か
ら
も
や
は
り
、
但﹅
念
仏
と
助
業
の
組
み
合
わ
せ
は
あ
り
え
ず
、
助
念
仏
を
す
る
場
合
、
そ
の
助
け
る
対
象
と
な
る
念
仏
は
、
単﹅
な﹅
る﹅
念
仏
で
あ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
大
経
釈
』
に
お
け
る
但
念
仏
の
場
合
、
助
念
仏
を
必
然
的
に
廃
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
私
見
は
、
崩
れ
て
お
ら
ず
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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